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固体酸化物形燃料電池(SOFC)の
耐久性・信頼性評価
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 ●SOFCの商用化に必須な高耐久性を実現するための基盤技術
 ●SOFC材料及び界面で起こる劣化メカニズムの解明
 ●SOFC実機解体分析および模擬試験に基づいた正確な劣化要因の把握

　固体酸化物形燃料電池 (SOFC) は、家庭用小型システム機を中心に商用化への技術開発が進展しています。商用化
への重要な課題の一つとして、発電セル、スタックの耐久性・信頼性向上が挙げられます。SOFCの長期耐久性・信
頼性を向上させるために、劣化要因を把握して劣化機構の解明をおこなうとともに、寿命予測のための基礎研究を推進
しています。また、短時間で長期寿命を予測する、加速劣化試験法なども検討しています。

● 微量不純物検出（数ppm～数1000ppm濃度レベル）
が可能な２次イオン質量分析計 (SIMS) をはじめとす
る機器でSOFC劣化挙動を観察・解析

● 固体酸化物形燃料電池をはじめとする電気化学デバイ
スなどの材料耐久性・信頼性に関する技術相談
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　SOFCを長期間作動させると、性能が低下する現象
が観測されています。いくつかある劣化要因のうち、産
総研では部材間における化学反応に注目して研究に取り
組んでいます。部材間での元素拡散と微構造変化、イオ
ン化活性サイトの可視化、燃料と構成材料との反応（図
１）、加速劣化試験法の提案などを検討しています。さ
らに、産総研が行っているSOFCの耐久性・信頼性の
向上に関する研究情報は商用化に必須の基盤技術であ
り、その情報はスタックメーカーにフィードバックさ
れ、４万時間以上の寿命耐久性の技術開発に貢献してい
ます。

図１顕微ラマン分光法によるニッケル電極における炭素析出挙動の可視化。
電解質の変更により有効的に炭素析出が抑えられた

モデル電極の三次元的様子

燃料ガス（メタン）

電解質材料の変更
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